
競 技 日 程 

12：45  開会式（アナウンス） 

13：30  競技開始 

競技終了後  閉会式（アナウンス） 

※競技終了後、記録集計が終了次第閉会式を行い、代表校を発表する。 

 

 

競 技 注意 事 項 

１．競技規則について 

  本大会は 2022年度公益財団法人日本陸上競技連盟競技規則、同駅伝競走規準及び、本

大会申し合わせ事項により実施する。 

２．招集方法について 

競技者の招集時間は、下記参照のこと。 

招集は、雨天走路で行う。招集完了後、学連員の指示でスタート位置まで移動し、最

終コールを行う形とする。 

招集完了時刻 

１区  13:00 

２区  13:15 

３区  13:25 

３．棄権及び途中棄権について 

ケガ、失格等で出走者が６名に満たなくなった場合、そのチームは棄権となる。       

尚、対校メンバーとして当日走った選手の中で途中棄権者が出た場合、その時点でそ

の学校はオープン扱いとなる。 

但し、オープンの部を設けている為、前日のメンバーエントリーにて、その旨を申し

出た場合に限りオープン参加を認める。 

４．アスリートビブスについて 

  アスリートビブスは、本連盟の用意したものを使用すること。 

アスリートビブスは、当日、受付にて配布する。 

５．たすき  

 たすきは、オープン参加校も含めて、各大学で準備すること。（個人の部については、

学連が準備したものを使用する） 

たすきは、長さ 1m60〜80cm、幅 6cmを標準とする。 

６．繰り上げスタート 

  繰り上げスタートは行わない。 

７．競技シューズ 

  ランニングシューズのソールの厚さは 40mmの制限を超えないこと。 

８．その他 

  ○主催者は、競技中の発病・負傷に対しては、応急処置以外の責任は負わない。ただ

し、2022年度公益社団法人日本学生陸上競技連合普通会員は、原則としてスポーツ安

全保険に加入しているので、この保険が適用される場合がある。 

  ○ゴミは各自で持ち帰ること。 



 
 
 
＜新型コロナウイルス感染拡大予防対策＞ 

① 各大学で参加するチームスタッフ、関係者全員の健康管理を大会開催１週間前から
大会終了後２週間まで行う。HPの体調チェックシートを使用すること。 

② 大会前１週間以内に 37.5℃以上の発熱があった場合、新型コロナウイルスと疑われ
る症状がある際は、医療機関の指示に従い行動すること。偏頭痛等の持病が影響す
る場合は、チェックシートにその旨を記載すること。 

③ 大会当日の朝、受付に参加者及びチームスタッフ、関係者全員の体調チェックシー
トを提出すること。（競技開始１時間前まで） 

④ 大会参加者およびチームスタッフ、関係者全員の１週間分の体調チェックシートの
提出とともに、HPに掲載する当日要チェックシートも受付へ提出すること。 

⑤ 万が一、健康観察機関にコロナウイルスを発症した場合には、東北学生陸上競技連
盟に報告し、該当者の体調チェックシートの提出、大会当日の行動調査を行い、感
染拡大を防止する。連盟は関係行政機関の要望に応じて個人情報を含む健康管理関
係書類を提出することがあるので、各大学においては大会終了後も約１ヶ月を目処
に保管し、要請に応じて速やかに提出できるようにしておくこと。  

⑥ 沿道での声を出しての応援、及び集団応援は認めない。 
⑦ チームスタッフが競技者にアドバイスをする際は、マスク着用を義務づける。 
⑧ 今大会は有観客とするが、試合を観戦する場合は、必ず観戦者名簿に記入の上観戦

すること。また、マスク着用を義務づける。 
⑨ 大型スクリーンで試合状況を放映することから、スタンドでの観戦も可能とする。

隣との間隔に注意し観戦すること。 


